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～今月の表紙～

県北中学校の卒業式。卒業
生 85 人は、凛とした表情
で卒業証書を受け取りま
した。かけがえのない思
い出を勇気に変え、それ
ぞれの夢に向かって新た
な一歩を踏み出しました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　この写真は今から 35 年前、昭和 59 年 8 月 18、19 日に塚野目地区で行われた「雨乞い祈願」の様子を写したものです。

この年は 7・8 月の大干ばつにより、農作物をはじめ多くの被害が発生したことから、11 年ぶりに雨乞いが行われました。

　18 日の晩に八幡神社に「御
お こ

籠もり」して 19 日の朝に出発し、半田沼に到着した住民一同は、「雨を降らせたもう」

と呼びかけ祈願しました。この年を最後に現在は行われていませんが、国見の民話などで語り継がれています。

塚野目の雨
あま

乞
ご

い（大字塚野目）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
59

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
佐
藤
豪

一
福
島
駅
長
が
「
交
流
の
場
と

し
て
、
地
域
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
る
駅
を
目
指
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
太
田
久
雄
町
長

が
「
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

素
晴
ら
し
い
駅
舎
。
仙
台
圏
交

流
の
新
た
な
窓
口
と
し
て
も
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞
を
述

べ
、
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。
1
日
駅
長
に

高
橋
由
宇
く
ん
・
孝
太
く
ん
兄

弟
が
任
命
さ
れ
る
と
、
出
発
式

で
は
、
駅
を
発
車
す
る
電
車
を

笑
顔
で
手
を
振
り
な
が
ら
見
送

り
ま
し
た
。
ま
た
、
錦
町
太
鼓

保
存
会
に
よ
る
太
鼓
演
奏
が
華

を
添
え
た
ほ
か
、
来
場
者
に
餅

が
振
る
舞
わ
れ
、
地
域
の
み
な

さ
ん
と
と
も
に
新
駅
舎
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
駅
は
、
１
９
０
０
（
明
治

33
）年
に
開
業
。
１
９
３
４（
昭

和
9
）
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
駅

舎
の
老
朽
化
を
受
け
、
昨
年
8

月
か
ら
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
新
駅
舎
は
、
白
と

黒
を
基
調
と
し
た
落
ち
着
き
あ

る
外
観
が
特
徴
。〝
地
域
の
交

流
の
場
〟
と
な
る
よ
う
に
、
待

合
室
の
一
部
を
ガ
ラ
ス
張
り
に

し
て
賑
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

85
年
ぶ
り
に
一
新
さ
れ
た
藤

田
駅
。
新
た
な
町
の
シ
ン
ボ
ル

が
誕
生
し
ま
し
た
。

Ｒ
東
北
本
線
藤
田
駅
の

新
駅
舎
が
完
成
し
、
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
3
月
10
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ

新たな町の
シンボルに
交流人口拡大・定住促進・町の活性化へ

JR藤田駅  85年ぶりに
リニューアルオープン

新駅舎完成を祝う錦町太鼓保存会の演奏

電車を見送る（左から）佐藤駅長、由宇くん、孝太くん

観光案内看板をリニューアル
国見ライオンズクラブ

見ライオンズクラブ（岩崎賢治会長）は、JR 藤田駅の
新駅舎完成に合わせ、駅前の町観光案内看板をリニュー

アルし、除幕式が 3 月 10 日に行われました。
　看板は平成 8 年に同クラブが設置して以来、23 年ぶりの一
新。太田久雄町長と岩崎会長が除幕してお披露目された新し
い看板には、道の駅など町の新たな名所が加えられました。

国

▶
新
し
い
看
板
と
国
見
Ｌ
Ｃ
の
会
員
ら

テープカットで新駅舎完成を祝福する関係者

広報くにみ 予算特別号

本紙 12 ページから 13 ページ間の

「広報くにみ 予算特別号」は別冊です。

広報紙から抜き取ってご覧いただくこ

とができます。

別冊

▶
雨
乞
い
祈
願
の
様
子
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間もなく開業2周年！
道の駅国見あつかしの郷

の復興のシンボル・防災拠点・地域活性化
の施設として平成 29 年 5 月 3 日にオープ

ンした道の駅国見あつかしの郷は、間もなく開業
2 周年を迎えます。
　4 月 27 日土には 2 周年記念セレモニーを、5 月
3 日金・4 日土には記念イベントを開催します。
ぜひ、来場ください。
　最新情報は道の駅ホームページをご覧ください。

問まちづくり交流課道の駅商工連携室  ☎ 572-3857

開業 2 周年記念  スペシャル 10 days

4 月 27 日土から 5 月 6 日月

他にもスペシャル期間中は
楽しいイベント盛りだくさん！

町

講
の
お
は
な
し
会
が
3

月
10
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
50

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
1
部
の
認
知
症
を
『
知
る

カ
フ
ェ
』
で
は
、
参
加
者
が

認
知
症
の
悩
み
や
不
安
、
疑

問
に
つ
い
て
自
由
に
話
し
合

い
な
が
ら
、
認
知
症
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
第

2
部
で
は
、
介
護
者
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
協
会
代
表
の
橋
中
今

日
子
氏
が
『
心
が
軽
く
な
る
介

護
の
ヒ
ン
ト
』と
題
し
て
講
演
。

橋
中
氏
は
自
身
の
介
護
経
験
を

も
と
に
、
介
護
者
の
現
状
を
説

明
し
た
う
え
で
、「
介
護
す
る

人
こ
そ
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、〝
疲
れ
た
〟
を
周
り
に
伝

え
る
こ
と
が
大
切
。
ま
ず
は
役

場
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
」
と
参
加
者
に
呼

び
か
け
ま
し
た
。

震災から 8 年  復興へ祈りを込めて

2019 春フェス
in 道の駅国見あつかしの郷

興・絆イベント「春フェス 2019」が 3 月 9 日、道の駅
国見あつかしの郷で行われました。

　ステージでは、国見町応援大使『ふたり』や男女フォーク
デュオ『とちおとめ』による復興応援ライブが行われ、来場
者を魅了しました。また、町を応援するために結成された『く
にみ笑

わら

し子きらめき隊』もお披露目され、子どもたちがオリ
ジナルの歌とダンスを披露して会場を盛り上げました。
　駅内では、町と災害時相互応援協定を結ぶ栃木県茂木町特
産のイチゴ販売会なども行われ、人気を集めていました。

復

震災の年の『義経まつり』で、初めて
ステージに立った時の光景がずっ

と心に残っています。「音楽で自分に何が
できるのだろうか？」と考えさせられた
ステージでもありました。
　それでも、音楽の力を信じて、微力か
もしれませんが、みなさんの力になりた

いという思いから活動を続けてきました。
震災から 8 年が経過し、“ 復興支援 ” が
薄れてきているからこそ、支援活動を続
けていくことの大切さを改めて感じてい
ます。
　国見町応援大使として、私自身がもっ
と “ ビッグ ” になって、国見町のみなさ
んが自慢できるような存在になること
が、一番のプレゼントになると思ってい
ます。これからも、何があっても必ず国
見町に戻ってきます！

Interview
音楽の力で元気を届けたい

国見町応援大使『ふたり』
vo. 石崎紀彦さん

▲会場を盛り上げる国見町応援大使『ふたり』のライブ

1ギターの弾き語りで観客を魅
了したフォークデュオ『とちお
とめ』のライブ
2町を応援するオリジナルの歌
とダンスを元気いっぱいに披露
する『くにみ笑し子きらめき隊』

1

2

心
が
軽
く
な
る
介
護
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

『
介
護
の
お
は
な
し
会
』

介

この町で
安心して暮らし続けるために。

域
の
居
場
所
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
「
く
に
み
さ
さ
え
愛
カ

フ
ェ
Ⅱ
」
が
3
月
14
日
、
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
で
は
、
Ｎ
Ｐ
О
法
人

『
ま
ち
づ
く
り
ぜ
ぇ
ね
』
理
事

長
の
小
林
悦
子
氏
が
講
話
し
、

同
法
人
が
行
っ
て
い
る
地
域

巡
回
の
無
料
バ
ス
の
取
り
組

み
な
ど
を
紹
介
。
小
林
氏
は

「
バ
ス
が
地
域
を
循
環
す
る
こ

と
で
見
守
り
活
動
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
ほ
か
、
バ
ス
の
待

合
室
が
地
域
の
居
場
所
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」な
ど
と
話
し
、

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
居
場
所
づ
く

り
に
取
り
組
む
町
内
6
地
区
の

活
動
に
つ
い
て
報
告
し
合
い
、

特
色
あ
る
各
地
区
の
取
り
組
み

の
「
い
い
ね
！
」
を
全
体
で
共

有
し
ま
し
た
。

地
域
の
「
い
い
ね
！
」
を
み
ん
な
で
共
有

『
く
に
み
さ
さ
え
愛
カ
フ
ェ
Ⅱ
』

地

“ 限界 ” になる前に伝えることの大切さを訴える橋中氏

地域で支え合う仕組みづくりのアイディアを紹介する小林氏

月に一度開催している「くにみささえ
愛」では、地域のみなさんによる “ 居
場所づくり ” を応援しています。誰で
も自由に参加できますので、気軽にお
越しください。地域のみんなで新しい

「ふれあい社会」を作りましょう！

『くにみささえ愛』の問い合わせ先
  保健福祉課長寿介護係　☎ 585-2125

介護サービスや日常生活支援の相談、
介護保険の申請手続きなど、介護のさ
まざまな悩みや不安を町や地域包括支
援センターがサポートします。まずは
一人で悩まず、早めに相談ください。

   総合相談窓口
問地域包括支援センター  ☎ 585-2702
　保健福祉課長寿介護係  ☎ 585-2125

近い将来、5 人に 1 人が認知症と言われる時代。

家族の悩みは、今や地域全体で考えなければいけない問題です。

『困ったときはお互いさま』と、堂々と手を差し伸べられる社会であるために、

私たちが今できること、一緒に考えてみませんか？

4 月 27 日土　　　　 2 周年記念セレモニー
5 月 3 日金・4 日土　2 周年記念イベント

『くにみささえ愛』
メンバー

紺野　徹さん

地域包括支援
センターのみなさん
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くにみのたからもの ! 部門（応募総数 81 点）　　　　　　※敬称略
入　　選 タイトル 氏名 住所
最優秀賞 千客万来 坂本　礼三 福島市
優  秀  賞 嫁ぐ日 吉田　光江 国見町
優  秀  賞 中尊寺ハス 熊田　行雄 鏡石町

福島民報社賞 還御 斎藤アイ子 国見町
福島民友新聞社賞 あんぽ柿作り 小田島守明 郡山市

入　　賞 御堂も秋のたたずまい 菊地　富子 国見町
入　　賞 あつかしの郷をつつむ 山田　博明 伊達市
入　　賞 激突の一瞬 馬場　正幸 福島市
入　　賞 春爛漫 工藤　るみ 宮城県
入　　賞 義経公いざ出陣ウォー 氏家　勝治 二本松市
佳　　作 今日は楽しいねぇ。 齋藤　広明 伊達市
佳　　作 田園地帯を覆う白雲 八島　信夫 伊達市
佳　　作 浄土のしずく 木村　東仁 岩手県
佳　　作 あつかし山に咲く大輪 大島　市郎 会津若松市
佳　　作 青い光の中で 吉田　次夫 国見町

最優秀賞　『千客万来』　坂本礼三さん（福島市）

優秀賞   『嫁ぐ日』   吉田光江さん（国見町）

優秀賞  『中尊寺ハス』  熊田行雄さん（鏡石町）

第 23 回国見町フォトコンテスト審査結果発表

キセキの一瞬 ! 投稿部門・最優秀賞（応募総数 29 点）

『今年もビッグな里芋畑』
八巻忠一さん（国見町）

『戯れ』
高野歩夢さん（伊達市）

『夕焼けの中で、、』
鈴木俊博さん（国見町）

Ⅰシーズン（4-6 月期） Ⅲシーズン（10-11 月期） Ⅳシーズン（12-2 月期）Ⅱシーズン（7-9 月期）

『春の訪れ』
高野歩夢さん（伊達市）

年
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
は
『
つ
な
ぐ
、
国
見

の
た
か
ら
も
の
～
伝
え
た
い

瞬
間
は
突
然
に
～
』
を
テ
ー

マ
に
、「
く
に
み
の
た
か
ら
も

の
！
部
門
」
と
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
を
活
用
し
た
「
キ
セ
キ
の

一
瞬
！
投
稿
部
門
」
の
2
部

門
で
募
集
し
ま
し
た
。

　
「
く
に
み
の
た
か
ら
も
の
！

部
門
」
の
審
査
会
は
3
月
7

日
に
行
わ
れ
、
審
査
委
員
長

の
清
野
真
紀
子
二
科
会
写
真
部

福
島
支
部
長
ら
委
員
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
み
な

さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

今

つなぐ、国見のたからもの
― 伝えたい瞬間は突然に ―

入
選
作
品
の
展
示
▼
【
4
月
7
日

日
ま
で
】
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
、

【
4
月
8
日
月
か
ら
19
日
金
】
福
島

信
用
金
庫
国
見
支
店
、【
4
月
22
日

月
か
ら
5
月
10
日
金
】
国
見
郵
便

局
、【
5
月
13
日
月
か
ら
31
日
金
】

国
見
町
役
場

※
休
業
日
な
ど
を
除
く
。

Kunimi Custom Labo

見
カ
ス
タ
ム
ラ
ボ
は
3

月
10
日
、グ
ル
メ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
＆
古
民
家
体
験
イ
ベ
ン

ト
『
歩
い
て
、
描
い
て
、
く
に

み
ん
か
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

国
　

イ
ベ
ン
ト
に
は
約
30
人
が
参

加
。
参
加
者
は
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
約
3
㎞

の
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
ゴ
ー

ル
の
古
民
家
を
目
指
し
ま
し

た
。
道
中
に
設
け
ら
れ
た
休
憩

所
で
は
、
国
見
町
に
関
す
る
ク

イ
ズ
に
挑
戦
。
正
解
者
に
は
町

特
産
の
グ
ル
メ
が
振
る
舞
わ
れ

る
な
ど
、
参
加
者
は
春
め
く
国

見
町
の
風
景
と
町
自
慢
の
食
を

堪
能
し
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

古
民
家
に
到
着
す
る
と
、
特

設
の
「
足
湯
」
と
、
い
っ
ぷ
く

の
会
（
塚
野
目
）
の
み
な
さ
ん

が
腕
を
振
る
っ
た
家
庭
料
理
の

〝
お
も
て
な
し
〟
で
疲
れ
を
癒

し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
町
の
魅

力
を
発
信
し
よ
う
と
、
国
見
カ

ス
タ
ム
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
が
企

画
・
運
営
し
た
も
の
。
工
夫
を

凝こ

ら
し
て
創
り
上
げ
た
非
日
常

の
〝
癒
し
の
空
間
〟
に
、
参
加

者
も
大
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

1 年前に国見カスタムラボが企

画したイベントに参加したこ

とがきっかけでラボメンバー

に参加しました。国見カスタム

ラボは、学外でさまざまなこと

を学ぶことができる貴重で価

値ある場です。活動を通して出

会った人や学んだことは、必ず

今後につながると思います！

Interview ラボメンバーの声
ラボは興味・関心に
応えてくれる場所

国見カスタムラボメンバー
菊谷  英太さん

（福島大学
人間発達文化学類 4年）

友人に誘われて参加しました。実際に

歩くことで、車で通り過ぎるだけでは

分からない魅力に気付くことも多く、

楽しかったです。どのグルメもおいし

かったですが、特に「いか人参」と「ブ

ランデーケーキ」がお気に入りです！

Interview 参加者の声

参加者

野田  祥子さん
（福島大学
行政政策学類 3年）

歩
く
か
ら
こ
そ

分
か
る
魅
力
が
あ
る

参加者

国分麻里奈さん
（福島大学
行政政策学類 3年）

※学年は取材当時

【国見カスタムラボとは―】

高校生から社会人まで

幅広い世代の人が集い、

この国見町でやりたいことを

自由に企画・実行し、

それが

「国見カスタムラボ」です。

あふれるアイディアを

カタチにしていく。
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県北中学校
卒業証書授与式   3月13日

万感の思いで受け取る卒業証書

巣
立
ち
の
日

巣立ちの日　卒業証書授与式・修了証書授与式

くにみ幼稚園修了証書授与式   3月18日

みんなで歌う最後の園歌、元気いっぱいに

卒業証書を手に、学窓を巣立つ 85 人の卒業生。

一人一人が新たな一歩を踏み出しました。

卒
業
証
書
授
与
式
・
修
了
証
書
授
与
式

幼稚園を修了した 54 人の子どもたち。

小学校で勉強も運動もがんばるぞ！

国見小学校卒業証書授与式   3月22日

仲間と過ごしたかけがえのない日々、忘れない
家族、先生、在校生、そして仲間たちへ贈る「別れのことば」。

卒業生 71 人が “ 感謝の気持ち ” を伝えました。

藤田保育所修了証書授与式   3月23日

成長した子どもたちの晴れ姿、頼もしく

一回りも二回りも大きく成長した 39 人の子どもたち。

元気いっぱいの歌声とともに思い出を振り返りました。
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お
世
話
に
な
り
ま
し
た

●
退
職
者
（
3
月
31
日
付
）

羽
根
田
孝
司

（
総
務
課
長
兼
町
民
相
談
室
長
）

引
地　

由
則

（
参
事
兼
教
育
次
長
兼
学
校
教
育
課
長
）

中
田　

利
枝

（
参
事
兼
幼
児
教
育
課
長
）

松
野　

雪
子

（
住
民
生
活
課
主
任
主
査
）

大
栗　

行
貴

（
総
務
課
主
査
）

浅
倉　

思
保

（
く
に
み
幼
稚
園
副
主
任
教
諭
）

齋
藤　

早
苗

（
建
設
課
主
任
主
事
）

●
福
島
県
派
遣
・
併
任
解
除

宗
方　

尚
子

（
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
主
任
主
査

兼
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

●
新
採
用
職
員
（
4
月
1
日
付
）

職
員
人
事

平
成
31
年
度

国
見
町

国 見 町 職 員 組 織 表
町長　太田久雄　　　副町長　佐藤弘利　　　教育長　岡崎忠昭 平成 31 年 4 月 1 日

課　　名 課　　長 係　　名 直通電話 係　　長 係　　員

総務課 　  引地　真 〇

　主幹　佐藤　智昭 ★

庶務係 585-2112 　  実沢隆之 ★ 加藤朋子　　羽田雄磨

財政係 585-2114 　  中條伸喜 ● 蓬田祐子　　佐久間法仁

文書広報係 585-2113 　  佐藤温史 ● 佐藤　光

町民相談室 585-2160  　 室長（引地　真 〇）

　県派遣　徳江雄太

企画情報課 　  阿部正一 〇
総合政策室 585-2217 　  八島　章 ● 横山裕子　　山本琴音　　井上知哉

情報統計係 585-2927 　  木村恒夫 菊地秀駿

税務住民課 　  吉田義勝 〇

課税係 585-2778 　  佐藤光男 ★ 大津香織　　板垣慶太　　菅野尚基　　佐藤　匠

収納係 585-2780 　  村上正幸 齋藤由理　　高橋直也　　

戸籍係 585-2115 　  実沢美代子 長峰絵梨　　黒澤純也

環境防災課 　  村上幸平
環境防災係 585-2116 　  榊　英則 ● 佐藤あゆみ　石神義樹

原発災害対策室 585-2158 　  徳江宏行 鈴木雅也　　赤坂育美

保健福祉課 　  菊地弘美 〇

保健係 585-2783 　  中野敬一 ● 大内　恵　　阿部晃子　　佐藤理加　

国保係 585-2785 　  黒澤敦子 ● 菊地沙織　　二瓶一臣

社会福祉係 585-2793 　  五十嵐佐和 佐藤和也　　関口七実

長寿介護係 585-2125 　  小野笑子 髙橋由香里　宍戸美穂

産業振興課 　  蓬田英右 〇

産業振興係 585-2986 　  大勝宏二 ★ 丹治芳廣　　佐藤博志　　齋藤恵美子　服部琢弥

農地整備係 585-2228 　  村木貴紀 滝澤瑞希

くにみ農業
ビジネス訓練所 563-5281 　  所長（蓬田英右 〇）　　副所長（大勝宏二 ★）

農業委員会 　（蓬田英右 〇） 農業委員会 585-2890 　  渡邊和巳 ★ 横山　彰

まちづくり
交流課

　  武田正裕 〇
　（課付課長
　  佐藤克成 〇）

道の駅商工連携室 572-3857
585-2238 　  豊野好洋 有賀麻衣子　戸田良樹

歴史まちづくり推進室 585-2967 　  大勝晴美 後藤拓太　　安田　稔　　武藤みゆき

　国見まちづくり会社派遣　  佐藤克成 〇　　佐藤智宏 ●

建設課 　  羽根洋一
建設係 585-2971 　  吾妻健一 菊地拓真　　佐藤大智

管理係 585-2972 　   鴫原貴史 加藤克洋　　徳江智美

上下水道課 　  宍戸浩寿
水道係 585-2997 　  大竹由樹 鈴木　巧　　鈴木俊大

下水道係 585-2984 　  阿部善徳 ★ 佐藤貴浩

会計課 　（会計管理者）
　  黒木浩子 〇 出納係 585-2700 　  鑓水竜一 佐久間梨奈

議会事務局 　  松浦昭一 〇 585-3295 佐々木純子　大栗知子

（教育委員会）
学校教育課

　（教育次長）
　  澁谷康弘

学校教育係 585-2892 　  黒田典子 鈴木智衣

給食センター 529-1551 所長   野村康宏

（教育委員会）
幼児教育課 　  東海林八重子

幼児教育係 585-2119 　  石澤　廣 ● 佐藤節子

くにみ幼稚園 585-2882 園長（嘱託）
副園長  菊地啓子

幕田　希　　八巻翔子　　中田千尋　　佐藤梨沙　　
松田めぐみ　一條千鶴　　佐藤奈津美　

藤田保育所 585-2374   所長   鑓水伸江
清野真純　　羽田里美　　遠藤枝里　　古田咲季　　
寺島菜緒　　武田みやび

（教育委員会）
生涯学習課

　（公民館長）
　  安藤充輝

生涯学習係 585-2676 　  半澤一隆 ● 鈴木　香　　舟山　将

文化スポーツ係 585-2676 　  佐藤孝法 松浦昭太

〇…参事相当職　★…主幹　●…課長補佐

4 月から 町の組織を一部改編

赤坂　育美
（環境防災課）

井上　知哉
（企画情報課）

佐藤　大智
（建設課）

有賀　麻衣子
（まちづくり交流課）

佐々木　純子
（議会事務局）

長峰　絵梨
（税務住民課）

佐藤　博志
（産業振興課）

●
新
採
用
職
員
（
4
月
2
日
付
）

あいさつする退職職員

住民生活課 環境防災課（名称変更）

戸籍係 環境防災係
住民防災係

原発災害対策室原発災害対策室
■「住民防災係」を「環境防災係」に改編します

税務課 税務住民課（名称変更）

課税係 課税係
収納係

収納係 戸籍係
■戸籍と税の窓口を一本化するため「戸籍係」を移管します

まちづくり交流課 まちづくり交流課
道の駅連携室 道の駅商工連携室
歴史まちづくり推進室

歴史まちづくり推進室商工観光係
■「道の駅連携室」と「商工観光係」を統合します

旧体制（3 月まで） 新体制（4 月から）

住民サービスの向上とより効率的な業務推進のため、
4 月から町の組織を左のとおり一部改編しました。

産
業
振
興
課

保
健
福
祉
課

環　境
防災課

税務住民課

農
業
委
員
会

戸籍と税の窓口を一本化

組織改編に伴う各課新配置図（1 階北側）

⇒緑色1番・2番窓口
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学校名 職　名 氏　名 新任校

国　見
小学校

校　長 阿部　雅好 退職
教　諭 増田　靖子 退職
教　諭 八巻　千咲 福田小学校（川俣町）
教　諭 北澤　久美 福田小学校（新地町）

県　北
中学校

教　頭 吉澤　　勉 松陵中学校
教　諭 宍戸　要範 退職
教　諭 大波　陽子 桃陵中学校

栄養教諭 上原子昌代 瀬上小学校

転 出／退 職

平成 31 年度

国見町
　当初予算

保 存 版 本紙（広報くにみ予算特別号）は別冊です。
広報紙から抜き取ってご覧いただけます。

国見町一般会計当初予算の推移
■ うち通常分　　■ うち復興創生分

140

120

100

80

60

40

20

0

39.4 41.6 44.1

31.9

41.7

88.5

44.8

67.5

45.6

45.8

44.7

11.3

44.0

30 年度29 年度28 年度27 年度26 年度25 年度24 年度23 年度

2.4
6.5

東
日
本
大
震
災
発
生

76.0 億円

130.2 億円

112.3 億円

91.4 億円

56.0 億円 50.5 億円

46.5

10.4

（単位：億円）

44.0 億円

39.4 億円

56.9 億円

31 年度

広報くにみ
予算特別号

を、より具現化するために編成した予算です。

一般会計  56.9 億円
『復興・絆』『交流連携』 基盤づくり 予算

　平成 31 年度国見町各会計予算は、3 月定例議会に
おいて議決され、4 月より執行されています。
　『復興・絆』『交流連携』基盤づくり予算をスロー
ガンとして、「第 5 次国見町振興計画（後期計画）」
および「国見町まち・ひと・しごと創生総合戦略」
などに基づき、国見の未来をつくる 5 つの目標、

1  東日本大震災からの早急な復興 ･ 再生

2  安全安心な町政の実現

3  活力ある町政の実現

4  思いやりのある町政の実現

5  国見町の継続的な維持発展

仙台圏との交流連携

継続した運動で「健康づくり」

学校名 職　名 氏　名 前任校

国　見
小学校

校　長 菅野　敏彦 大平小学校
教　諭 加村　直子 川俣小学校
教　諭 鈴木ともえ 飯樋小学校

県　北
中学校

教　頭 野口　幸哉 福島県社会教育課
栄養教諭 伊藤美穗子 北沢又小学校

教育の向上に尽力
町教職員  離任・着任

教職員の離任式が 3 月 28 日に行われ、8 人
の先生が異動となりました。

　また、着任式が 4 月 1 日に行われ、新たに 5 人
の先生が小中学校に着任しました。

町

町の安全を守る
国見町消防団辞令交付

見町消防団は、3 月 31 日付けで 14 人に退
職辞令が、4 月 1 日付けで階級異動・再任・

新入団員へ辞令が交付され、新体制での「火の守
り」がスタートしました。

国

転 入   よろしくお願いします

そ ら 組

&
ひかり組

くにみ幼稚園
（年長組）

～卒園おめでとう～

お世話になりました

所　属 氏　名
第 1 分団第 2 部 佐藤　翔太
第 1 分団第 3 部 後藤　哲也
第 2 分団第 1 部 紺野　拓夢
第 2 分団第 2 部 佐藤　健太
第 2 分団第 2 部 阿部　健人
第 2 分団第 2 部 佐藤　　卓
第 2 分団第 3 部 吉田　直也

階　級 氏　名
分団長 野村　道夫
分団長 吉田　和男

部長 松浦　義昭
部長 八巻　政信
部長 松浦　勝美

副部長 松浦　知弘
副部長 大沼　剛司

階　級 氏　名
団員 遠藤　健司
団員 鈴木　和幸
団員 佐藤　武好
団員 岩城　彰朗
団員 菊地　太
団員 斎藤　盛一
団員 佐藤　大介

所　属 氏　名
第 2 分団第 1 部 山田　　綾
第 3 分団第 1 部 伊藤　隆道
第 3 分団第 1 部 佐藤　龍介
第 3 分団第 2 部 本多　大輔
第 5 分団第 1 部 大沼　　功
第 5 分団第 2 部 渡辺　秀人
第 5 分団第 3 部 阿部　和洋

新入団員（4 月 1 日付）

退職団員（3 月 31 日付）

121 広報くにみ予算特別号



項　　　目
平成 31 年度 平成 30 年度

増減率
歳入予算額 構成比 歳入予算額 構成比

自
主
財
源

町税 9 億 6,510 万円 17.0％ 9 億 3,710 万円 18.6％ ＋ 3.0％
使用料および手数料 9,972 万円 1.7％ 1 億 283 万円 2.0％ △ 3.0％
繰入金 3 億 569 万円 5.4％ 2 億 6,225 万円 5.2％ ＋ 16.6％

そ
の
他

分担金及び負担金 3,514 万円 0.6％ 3,803 万円 0.7％ △ 7.6％
財産収入 151 万円 0.0％ 148 万円 0.0％ ＋ 2.1％
寄附金 5,000 万円 0.9％ 4,550 万円 0.9％ ＋ 9.9％
繰越金 4,000 万円 0.7％ 4,000 万円 0.8％ 0.0％
諸収入 9,732 万円 1.7％ 9,397 万円 1.9％ ＋ 3.6％

小　計 15 億 9,448 万円 28.0％ 15 億 2,116 万円 30.1％ ＋ 4.8％

依
存
財
源

譲
与
税
／
交
付
金

地方譲与税 4,900 万円 0.9％ 4,900 万円 1.0％ 0.0％
利子割交付金 100 万円 0.0％ 100 万円 0.0％ 0.0％
配当割交付金 200 万円 0.0％ 200 万円 0.1％ 0.0％
株式等譲渡所得割交付金 200 万円 0.0％ 130 万円 0.0％ ＋ 53.8％
地方消費税交付金 1 億 3,000 万円 2.3％ 1 億 3,000 万円 2.6％ 0.0％
自動車取得税交付金 1,000 万円 0.2％ 1,000 万円 0.2％ 0.0％
環境性能割交付金 1 万円 0.0％ ― 0.0％ 皆増
地方特例交付金 250 万円 0.0％ 250 万円 0.1％ 0.0％
交通安全対策特別交付金 120 万円 0.0％ 118 万円 0.0％ ＋ 1.9％

地方交付税 21 億 8,510 万円 38.4％ 20 億 7,632 万円 41.1％ ＋ 5.2％
国庫支出金 7 億 8,262 万円 13.8％ 4 億 4,498 万円 8.8％ ＋ 75.9％
県支出金 6 億 4,259 万円 11.3％ 5 億 8,166 万円 11.5％ ＋ 10.5％
町債 2 億 8,750 万円 5.1％ 2 億 2,890 万円 4.5％ ＋ 25.6％

小　計 40 億 9,552 万円 72.0％ 35 億 2,884 万円 69.9％ ＋ 16.1％
合　　　計 56 億 9,000 万円 100.0％ 50 億 5,000 万円 100.0％ ＋ 12.7％

歳入予算の内訳

【自主財源】
　町税や施設使用料など、町が自らの収入

　とすることができるお金

【依存財源】
　地方交付税、国・県支出金、町債など他

　から交付されるお金

【町税】
　町民税（個人 /法人）、固定資産税（土地 /

　家屋 /償却資産）、軽自動車税、町たばこ

　税として納税いただいたお金

【地方交付税】
　町の財政力に応じて国から交付されるお金

【国・県支出金】
　事業の財源として使い道が決められた

　国・県から交付されるお金

【町債】
　公共工事などを行うため国および金融機
　関から借りるお金

■用語解説

項　　　目
平成 31 年度 平成 30 年度

増減率
歳出予算額 構成比 歳出予算額 構成比

総務費 8 億 1,797 万円 14.4％ 7 億 9,834 万円 15.8％ ＋ 2.5％

民生費 11 億 2,007 万円 19.7％ 11 億 4,565 万円 22.7％ △ 2.2％

衛生費 7 億 5,944 万円 13.3％ 7 億 5,890 万円 15.0％ ＋ 0.1％

農林水産業費 8 億 1,837 万円 14.4％ 4 億 9,532 万円 9.8％ ＋ 65.2％

商工費 1 億 2,016 万円 2.1％ 8,401 万円 1.7％ ＋ 43.0％

土木費 5 億 2,608 万円 9.2％ 2 億 7,728 万円 5.5％ ＋ 89.7％

消防費 4 億 6,468 万円 8.2％ 4 億 2,887 万円 8.5％ ＋ 8.4％

教育費 5 億 6,186 万円 9.9％ 5 億 4,959 万円 10.9％ ＋ 2.2％

公債費 3 億 9,007 万円 6.9％ 4 億 676 万円 8.0％ △ 4.1％

そ
の
他

議会費 7,654 万円 1.3％ 7,384 万円 1.5％ ＋ 3.7％

労働費 2,974 万円 0.5％ 2,642 万円 0.5％ ＋ 12.5％

災害復旧費 1 万円 0.0％ 1 万円 0.0％ 0.0％

諸支出金 1 万円 0.0％ 1 万円 0.0％ 0.0％

予備費 500 万円 0.1％ 500 万円 0.1％ 0.0％

合　　　計 56 億 9,000 万円 100.0％ 50 億 5,000 万円 100.0％ ＋ 12.7％

【総務費】
　管理、企画、徴税、戸籍、選挙、統計等

　に支出される経費

【民生費】
　町民が一定水準の生活と安定した社会生

　活を保障するための経費

【衛生費】
　町民が健康で衛生的な生活環境を保持す
　るための経費

【農林水産業費】
　農業、林業、畜産業の振興、農地の保全・

　管理に支出される経費

【土木費】
　道路、橋梁、町営住宅等の維持管理に支

　出される経費

【消防費】
　安全安心な生活に向けた消防費、除染等

　に支出される経費

【教育費】
　小中学校、幼稚園、生涯学習、芸術、スポー

　ツ振興に支出される経費

【公債費】
　過去に借りたお金を返済するための経費

歳出予算（目的別）の内訳

■用語解説

平成 31 年度  国見町当初予算広報くにみ予算特別号

歳出
56.9 億円

総務費
8.2 億円

民生費
11.2 億円

衛生費
7.6 億円農林水産業費

8.2 億円

消防費
4.6 億円

教育費
5.6 億円

公債費
3.9 億円

土木費
5.3 億円

商工費
1.2 億円

その他
1.1 億円

歳入
56.9 億円

自主財源
15.9 億円

28.0%

依存財源
41.0 億円

72.0%

町税
9.6 億円

繰入金
3.1 億円

その他
2.2 億円

地方譲与税
各交付金
2.0 億円

地方交付税
21.9 億円

国庫支出金
7.8 億円

県支出金
6.4 億円

町債
2.9 億円

使用料及び
手数料

1.0 億円
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項　　　目
平成 31 年度 平成 30 年度

増減率
歳出予算額 構成比 歳出予算額 構成比

義
務
的
経
費

人件費 12 億    869 万円 21.2％ 11 億 8,130 万円 23.4％ ＋ 3.0％

扶助費 3 億 9,048 万円 6.9％ 4 億 1,236 万円 8.2％ △ 7.1％

公債費 3 億 9,007 万円 6.9％ 4 億 676 万円 8.0％ △ 4.1％

小　計 19 億 8,924 万円 35.0％ 20 億 42 万円 39.6％ △ 0.6％

一
般
的
経
費

物件費 14 億 9,161 万円 26.2％ 11 億 6,425 万円 23.0％ ＋ 28.1％

維持補修費 3,142 万円 0.5％ 2,348 万円 0.5％ ＋ 33.8％

補助費等 11 億 7,331 万円 20.6％ 11 億 503 万円 21.9％ ＋ 6.2％

小　計 26 億 9,634 万円 47.3％ 22 億 9,276 万円 45.4％ ＋ 17.6％

投
資
的
経
費

普通建設事業費 5 億 2,153 万円 9.2％ 2 億 6,234 万円 5.2％ ＋ 98.8％

災害復旧事業費 1 万円 0.0％ 1 万円 0.0％ 0.0％

小　計 5 億 2,154 万円 9.2％ 2 億 6,235 万円 5.2％ ＋ 98.8％

そ
の
他
の
経
費

繰出金 4 億 3,611 万円 7.7％ 4 億 2,829 万円 8.5％ ＋ 1.8％

そ
の
他

投資及び出資金 200 万円 0.0％ 2,100 万円 0.4％ △ 90.5％

貸付金 1,676 万円 0.3％ 1,738 万円 0.3％ △ 3.6％

積立金 2,301 万円 0.4％ 2,280 万円 0.5％ ＋ 0.9％

予備費 500 万円 0.1％ 500 万円 0.1％ 0.0％

小　計 4 億 8,288 万円 8.5％ 4 億 9,447 万円 9.8％ △ 2.3％

合　　　計 56 億 9,000 万円 100.0％ 50 億 5,000 万円 100.0％ ＋ 12.7％

歳出予算（性質別）の内訳

【義務的経費】
　支出することが義務付けられている経費

【投資的経費】
　公共施設や道路など資産形成として将来
　に残るものに支出される経費

【扶助費】
　社会保障制度の一環として児童・高齢者・
　障がい者などへの支援に要する経費

【公債費】
　過去に借りたお金を返済するための経費

【物件費】
　光熱水費・除染などの各委託料・消耗品・
　備品購入費などの経費

【補助費等】
　個人や任意組織に対する補助金などの経費

【普通建設事業費】
　公共施設や道路などを整備するための経費

【繰出金】
　一般会計から各特別会計に支出する経費

【積立金】
　財政調整基金・各種特定目的基金に積立
　するための経費

■用語解説

歳出
56.9 億円

人件費
12.1 億円

扶助費
3.9 億円

公債費
3.9 億円

物件費
14.9 億円

補助費等
11.8 億円

繰出金
4.3 億円

一般的経費
27.0 億円

47.3%

義務的経費
19.9 億円

35.0%

その他の経費
4.8 億円

8.5%

投資的経費
5.2 億円

9.2%

維持補修費
0.3 億円

その他
0.5 億円

普通建設事業費
5.2 億円

平成 31 年度  国見町当初予算広報くにみ予算特別号

●平成 31 年度も歳入の多くは依存財源（「地方交付税」および「国 ･ 県支出金」）が占めています。

歳入予算の推移

平成 31 年度
56.9 億円

平成 26 年度
130.2 億円

平成 21 年度
37.6 億円

0 20 億 40 億 60 億 80 億 100 億 120 億 140 億

9.6 億 21.8 億 14.3 億

85.3 億8.4 億 23.1 億

9.6 億 17.0 億

■ 町税　　■ 地方交付税　　■ 国・県支出金　　■ 繰入金　　■ 町債　　■ その他　

3.1 億

2.9 億
3.3 億 4.1 億

2.6 億 2.8 億

3.1 億2.5 億

5.2 億

6.0 億

●平成 31 年度は民生費が最も多く、10 年前と比較すると 33％増加しています。
●平成 26 年度は住宅除染などの復旧事業費で過去最高の予算額 130.2 億円となっています。

歳出予算（目的別）の推移

平成 31 年度
56.9 億円

平成 26 年度
130.2 億円

平成 21 年度
37.6 億円

0 20 億 40 億 60 億 80 億 100 億 120 億 140 億

■ 総務費　■ 民生費　■ 衛生費　■ 農林水産業費　■ 土木等　■ 消防費　■ 教育費　■ その他

5.2億

2.2億

5.3億

6.0億 1.8億

8.2億 11.2 億 7.6億 8.2億

7.6億14.8 億 10.8 億 78.4 億

8.4億 6.5億 6.5億
2.2億

4.6億
4.7億

5.6億

6.2億

6.5億
2.0億

4.2億

歳出予算（性質別）の推移

平成 31 年度
56.9 億円

平成 26 年度
130.2 億円

平成 21 年度
37.6 億円

0 20 億 40 億 60 億 80 億 100 億 120 億 140 億

■ 人件費　  ■ 扶助費　  ■ 公債費　  ■ 物件費　  ■ 補助費等　  ■ 普通建設事業費　  ■ その他

12.1 億 14.9 億 11.8 億
3.9億

3.9億

5.2億

10.8 億 77.2 億 12.1 億 17.8 億
3.6億

4.1億

4.6億

9.7 億 8.7 億
2.5億 5.4億

5.0億

●復興・再生事業などの増加で人件費、少子高齢化で扶助費が年々増加しています。
●平成 26 年度は住宅除染（物件費）、庁舎建設（普通建設事業費）で予算が増加しています。

5.1億

1.3 億

5.0億
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平成 31 年度
まちづくりの主な事業

※課名は担当課名 【福祉】保健福祉課 【上下】上下水道課 ※事業名の【新】は新規事業
※予算額の（）内の率は、歳出予算額に占め
　る一般財源（町税や地方交付税など）の率
　です。率が低いほど、国や県からの補助金
　を多く活用していることになります。

【総務】総務課 【産業】産業振興課 【学校】学校教育課
【企画】企画情報課 【まち】まちづくり交流課 【幼児】幼児教育課
【環防】環境防災課 【建設】建設課 【生涯】生涯学習課

平成 31 年度  国見町当初予算広報くにみ予算特別号

01  地域資源を活かしたまち
課名 事　業　名 予　算　額
企画 地域公共交通支援事業 1,249 万円（ 87%）
環防 ごみ減量化対策事業 219 万円（ 95%）
産業 新規就農者支援事業 424 万円（ 29%）
産業 桃穿孔細菌病対策支援事業 400 万円（ 100%）
産業 有害鳥獣対策事業 674 万円（ 78%）
産業 くにみ農業ビジネス訓練所事業 2,000 万円（ 43%）
産業 農道水路維持管理事業 2,333 万円（ 50%）
産業 中山間地域等直接支払交付金事業 1,448 万円（ 33%）
産業 多面的機能支払交付金事業 1,356 万円（ 25%）
産業 貝田地区県営ほ場整備事業 7,665 万円（ 3%）
産業 ふくしま森林再生事業 6,144 万円（ 0%）
産業 木育推進事業 140 万円（ 0%）
産業 林道整備・維持管理事業 343 万円（ 100%）
まち 国見町歴史文化基本構想策定事業 782 万円（ 0%）
まち 歴史まちづくり協働事業 147 万円（ 46%）
まち ももたん FM 事業 2,352 万円（ 0%）
まち 【新】くにみももたん PR グッズ製作事業 120 万円（ 100%）
まち 旧佐藤家住宅屋根葺替事業 630 万円（ 67%）
まち 阿津賀志山防塁史跡等総合活用事業 1,700 万円（ 5%）
まち 阿津賀志山防塁史跡公有地化事業 1,000 万円（ 2%）
まち 長障子遺跡調査事業 320 万円（ 6%）
まち 町文化財センター（あつかし歴史館）運営事業 390 万円（ 100%）
建設 町道維持管理事業 5,972 万円（ 52%）
建設 町道改良整備事業 5,273 万円（ 5%）
建設 【新】都市再生整備計画 「町道 116 号改良事業」 1 億 3,300 万円（ 2%）
建設 【新】都市再生整備計画 「阿津賀志山防塁歴史公園整備事業」 8,200 万円（ 2%）
建設 【新】都市再生整備計画 「歴史的建造物等活用事業」 3,100 万円（ 2%）
建設 町営住宅等維持管理事業 1,579 万円（ 0%）
上下 合併処理浄化槽設置整備事業 454 万円（ 54%）
上下 公共下水道整備事業　※下水道特会 976 万円（ 59%）
上下 【新】石母田ポンプ場設備改修事業　※渇水特会 4,400 万円（ 0%）
上下 水道広域化施設整備事業　※水道事業 860 万円（ 49%）

くにみ農業ビジネス訓練所 “ 養液栽培トマト ”

阿津賀志山防塁歴史公園整備事業

遊びと学びのミュージアム「あつかし歴史館」

安全で安心な町道の整備

02  人が輝くまち

幼小中一貫事業「くにみっ子まつり」

東京 2020 五輪・パラ機運醸成事業

こども木育広場「つながる～む」

課名 事　業　名 予　算　額
企画 国見ホイスコーレ事業（若者を中心とした学びの場） 957 万円（ 26%）
福祉 国見町小坂くらし館（こさかふるさと館）運営事業 126 万円（ 100%）
福祉 生きがい対応型デイサービス事業 575 万円（ 83%）
福祉 高齢者いきいきサロン交流事業 375 万円（ 100%）
福祉 障がい者福祉事業 2 億 726 万円（ 32%）
福祉 子ども医療費事業 3,903 万円（ 45%）
福祉 【新】子育て世代包括支援センター事業 115 万円（ 36%）
福祉 【新】減塩対策事業（セミナー＆料理教室） 65 万円（ 100%）
福祉 食の文化祭事業 200 万円（ 33%）
福祉 健康運動教室　※国保特会分も含む 70 万円（ 58%）
福祉 健（検）診事業 1,781 万円（ 84%）
福祉 特定保健指導事業　※国保特会 261 万円（ 0%）
福祉 介護予防普及啓発事業（通いの場、いきいき百歳体操）※介護特会 403 万円（ 63%）
学校 コミュニティ・スクール事業 30 万円（ 67%）
学校 いじめ防止対策事業 33 万円（ 100%）
学校 幼小中一貫教育事業（くにみっ子まつり） 39 万円（ 100%）
学校 学力向上対策事業 250 万円（ 72%）
学校 小中学校 ICT 事業 967 万円（ 100%）
学校 国見小学校スクールバス運行事業 2,963 万円（ 87%）
学校 県北中学校部活動支援事業 200 万円（ 100%）
学校 給食センター運営事業 7,802 万円（ 50%）
幼児 子ども木育広場つながる～む運営事業 1,559 万円（ 0%）
幼児 くにみももたん広場運営事業 1,084 万円（ 24%）
幼児 子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,537 万円（ 26%）
幼児 預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,874 万円（ 72%）
幼児 未就学児体力向上支援事業（くにみ幼稚園） 62 万円（ 0%）
幼児 【新】未就学児言語指導事業（くにみ幼稚園） 167 万円（ 100%）
生涯 国見ジュニア応援団事業 150 万円（ 20%）
生涯 地域学校協働本部事業 1,399 万円（ 0%）
生涯 文化芸術振興事業 883 万円（ 74%）
生涯 【新】東京オリンピック・パラリンピック機運醸成等事業 200 万円（ 50%）
生涯 【新】健康づくり事業（健康クリニック教室、食事ストレッチ教室） 47 万円（ 100%）

人生の学校づくり「国見ホイスコーレ」

03  交流と連携のまち

くにみの日事業「義経まつり」

駅前周辺の活性化「空想マルシェ」

課名 事　業　名 予　算　額
総務 町民相談室兼消費生活相談センター事業 195 万円（ 4%）
総務 広報広聴事業 730 万円（ 62%）
総務 応援大使事業 10 万円（ 100%）
総務 ふるさと国見町応援寄附金事業（ふるさと納税） 6,407 万円（ 0%）
総務 【新】参議院議員通常選挙事務 718 万円（ 23%）
総務 福島県議会議員選挙事務 520 万円（ 14%）
総務 【新】町議会議員選挙事務 626 万円（ 100%）
企画 地域おこし協力隊活動事業 1,390 万円（ 0%）
企画 交流連携推進事業 86 万円（ 100%）
企画 義経まつり事業 1,120 万円（ 45%）
企画 あつかし山ビックツリー事業 120 万円（ 100%）
企画 【新】遊休施設活用事業（駅前倉庫改修工事） 670 万円（ 25%）
企画 【新】移住・起業・新規就業者支援事業 160 万円（ 25%）
企画 地方創生「地域プロモーション（仙台）」事業 1,000 万円（ 50%）
環防 交通安全対策事業 286 万円（ 100%）
環防 防犯対策事業 725 万円（ 100%）

課名 事　業　名 予　算　額
環防 町内会事業 1,125 万円（ 100%）
環防 消防団運営事業 2,231 万円（ 100%）
環防 消防施設整備事業（防火水槽および消火栓設置） 1,180 万円（ 0%）
環防 災害対策事業 651 万円（ 83%）
環防 防災訓練事業 27 万円（ 100%）
環防 除染対策事業（仮置場管理、原形復旧費等） 2 億 1,624 万円（ 0%）
環防 放射能検査事業 466 万円（ 0%）
福祉 放射線対策健康管理事業 608 万円（ 0%）
産業 福島県営農再開支援事業（果樹改植） 3,510 万円（ 0%）
産業 町農産物 PR 事業（風評払拭） 300 万円（ 0%）
産業 くにみ産業祭事業 100 万円（ 30%）
産業 ため池放射性物質対策事業 4 億 5,111 万円（ 0%）
まち 【新】風評対策事業 「東北楽天 PR」 370 万円（ 0%）
まち 【新】風評対策事業 「周遊ツアー」 130 万円（ 0%）
まち 【新】風評対策事業 「グリーンツーリズム」 50 万円（ 0%）
まち 風評対策事業 「道の駅を核とした地域活性化 / 交流連携」 500 万円（ 0%）
まち 道の駅国見あつかしの郷維持管理事業 2,891 万円（ 14%）
まち 明日へ。復興・きずなイルミネーション事業 300 万円（ 33%） 交流連携の場「道の駅国見あつかしの郷」

自助・共助の醸成「防災訓練」
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.22

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　3 月 3 日、 あ つ か し
歴史館で『ひなまつり
～ 桃 の 節 句 を 祝 う ～』
を開催しました。
　地域のみなさんから
お借りした七段飾りの
お雛様をはじめ、手作
りのつるし雛や雛人形
が館内を彩りました。
　大正琴の演奏会では、
琴 伝 流『 国 見 ピ ー チ 』
のみなさんが春にまつ
わ る 曲 の 演 奏 を 披 露。
演奏会後には、大正琴
の体験も行われ、来場
者は美しい音色を堪能
していました。
　昼には、大木戸ふれ
あいセンターで地区の
お母さんたちが腕を振
る っ た「 ち ら し 寿 司 」
の販売が行われ、地域
との交流を深めながら、
ひなまつりならではの
味に舌鼓を打ちました。

　ひなまつりイベントの企画会議中、大木戸歴史む
らづくりの会の方に「昔は地区の厄年の人が、男の
子には凧を、女の子には紙風船を配る風習があった
んだよ」と教えていただきました。この風習は、福
島県の県北地域特有のもので、凧や紙風船を配るの
は「厄を飛ばす」という願いが込められています。
　現在は、「厄を洗い流す」という意味で、厄年の人
が親類や知人に食器用洗剤を配る風習に変化し受け
継がれている地域が多く、厄払い専用の熨

の し

斗を置く
店もありますが、これも他の地域にはない県北地方
の珍しい習わしの一つです。

▲玄関で来館者を迎える手作り　
　の雛人形ら

県北地方のローカル厄払い
～厄年と凧と紙風船～

各特別会計の当初予算
会　計　名 平成 31 年度 平成 30 年度 増減率

大木戸財産区特別会計 16 万円 16 万円 ＋ 0.6％
入山財産区特別会計 19 万円 20 万円 △ 3.0％
公共下水道事業特別会計 2 億 3,166 万円 2 億 3,106 万円 ＋ 0.3％
後期高齢者医療特別会計 1 億 2,470 万円 1 億 2,897 万円 △ 3.3％
国民健康保険特別会計 10 億 6,801 万円 11 億 2,873 万円 △ 5.4％
介護保険特別会計 13 億 2,627 万円 12 億 5,811 万円 ＋ 5.4％
土地開発事業特別会計 4,630 万円 5,510 万円 △ 16.0％
渇水対策施設特別会計 5,476 万円 1,153 万円 ＋ 374.8％

水道事業会計の当初予算
項　目 平成 31 年度 増減率 項　目 平成 31 年度 増減率

収益的収入 2 億 6,811 万円 △ 2.9％ 資本的収入 440 万円 △ 94.0％
収益的支出 2 億 6,368 万円 △ 4.1％ 資本的支出 2 億 2,387 万円 ＋ 31.9％

基金（貯金）残高の推移
■ 財政調整基金残高　　■ 特定目的基金残高
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●震災以降は、さまざまな復旧復興事業に充当するため、基金が減少傾向でしたが、平成 30 年度末の基
　金残高は、前年度よりも約 1,000 万円増加しています。

地方債（借金）残高の推移

●平成 28 年度末がピークで、今後は減少傾向になります。
●地方債残高の 60％から 70％が国から普通交付税として後年度に交付されます。

■ 一般会計地方債残高　　■ 下水道特会地方債残高　　　　 うち臨時財政対策債残高
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　午後は、『国見の民話
かるた』でかるた大会
を開催。子どもも大人
も本気で取り合い、国
見の民話を学びながら、
白熱した戦いを繰り広
げました。
　かるた大会とともに
盛り上がりを見せたの
が、凧

たこ

作り & 凧揚げ体
験。最近では遊ぶ機会
が減った凧揚げですが、
子どもたちは思い思い
に描いた凧を空に揚げ、
楽しんでいました。
　今回のイベントには
約 170 人が来場し、そ
のうち約 3 分の 1 が町
外からの来場者でした。
町内外を問わずより多
くの人に、年中行事や
昔ながらの遊び・文化
に 触 れ て も ら う 中 で、
国見町の魅力も伝えて
いきます。

▲春にまつわる歌を大正琴の演　
　奏に合わせてみんなで歌います

▲▶地区の
お母さんた
ちが作った
ちらし寿司
は絶品！

▲子どもも大人もみんなで国見
　の民話かるた大会！

▲自分で絵を描いて世界で一つだ
　けのオリジナル凧を作ります！

▲▶
校庭での凧揚げに
大満足！

大木戸歴史むらづくりの会×あつかし歴史館　遊びと学びのミュージアム

ひなまつり  ～桃の節句を祝う～

◀イベントでも折り紙で
　風船を作りました

コ
ラ
ム
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フラワーアレンジメント作りを楽しむ参加者

道の駅から生まれる素敵な出会い
　くにみ花結びカフェ
　若者交流イベント「くにみ花結びカフェ」が 3 月 24 日、道
の駅国見あつかしの郷で行われ、町内の男性 10 人と町内外か
ら参加した女性 10 人が交流しました。
　参加者は、高橋生花店の高橋友一氏を講師に迎えてフラワーア
レンジメント作りに挑戦。また、アフタヌーンティーパーティー
も開かれ、優雅なひとときを過ごしながら交流を深めました。

反射材着用を呼びかける関係者

ピカッと守る☆ふくしま運動
　国見町が“反射材着用モデル地区”に
　国見町が「反射材用品等着用推進モデル地区」に指定され
たことを受け、高齢者の反射材着用を呼びかける啓発キャン
ペーンが 3 月 1 日、道の駅国見あつかしの郷で行われました。
　キャンペーンには、桑折地区交通安全協会と町交通対策協
議会、警察関係者が参加し、道の駅来場者に反射材やチラシ
を配りながら、夜間外出時の反射材着用を呼びかけました。

『ドッヂビー』で交流を深める団員

勝利を目指して一致団結！
　国見町スポーツ少年団交流大会
　国見町スポーツ少年団交流大会が 3 月 2 日、観月台文化セ
ンター体育館で開かれ、5 団体の約 80 人が参加しました。
　大会では、学年男女混合 6 チームによるドッヂビー競技が
行われ、白熱した試合を繰り広げました。優勝チームには、町
スポーツ少年団副本部長からメダルが授与されました。大会
を通じ、団体の枠を越えて団員間の結束と交流を深めました。

新聞紙を使って体操する親子

親子で一緒に楽しいひととき
　『ママカフェ～親子で Let's Play! ～』
　子育て支援の一環として、ママカフェが 3 月 6 日、観月台
文化センターで開かれ、9 組の親子 20 人が参加しました。
　ママカフェでは、郡山女子大短期大学部の柴田卓講師が、親子
でできる簡単な体操を紹介。体操後、仙台大学体育学部の柴田千
賀子准教授をコーディネーターに迎えて茶話会を開き、子育ての
悩みなどを話し合いながら、“ ママトーク ” に花を咲かせました。

最優秀賞のトロフィーを受け取る坂本さん（右）

“渾
こんしん

身の一枚 ” をたたえる
　国見町フォトコンテスト表彰式
　第 23 回国見町フォトコンテスト『くにみのたからもの！部
門』表彰式が 3 月 22 日、観月台文化センターで行われました。
　表彰式では、最優秀賞に輝いた坂本礼三さん（福島市）は
じめ入選者 15 人に、国見町まちづくり推進協議会の佐藤金宏
会長らから賞状やトロフィー、副賞が手渡されました。
　※入選者と作品は P7 に掲載しています。

火災のない町を目指して
　国見町消防団初午行事
　国見町消防団（村上信夫団長）による初午行事が 3 月 10 日、
町内各地で行われました。
　初午行事は、消防団が水利箇所を点検したり、各家庭を回
りながら火の用心を呼びかける春の風物詩。昨年開所した「く
にみ農業ビジネス訓練所」では、第 2 分団による放水訓練が
行われ、火災時の備えを確認しました。「くにみ農業ビジネス訓練所」で放水訓練を行う団員

仲間たちとの思い出を胸に新たな一歩
　国見ソフトボールスポ少卒団式

“ 国見魂 ” は卒団生（前列）から後輩へと受け継がれます

　国見ソフトボールスポーツ少年団（鑓水竜一団長）の卒団
式が 3 月 17 日、森江野町民センターで行われました。
　卒団式では、3 月で小学校を卒業する 6 年生の団員 5 人に
鑓水団長から卒団証書と記念品が贈られました。卒団式後は、
1 年間の試合写真のスライドショーで仲間たちとの思い出を振
り返りながら、団員は自身の確かな成長を実感していました。

表彰を受けた入賞者のみなさん

“ 暴力を  通用させない  地域の輪 ”
　暴力団排除標語コンクール表彰式
　桑折・国見地区暴力団排除推進連絡会主催の暴力団排除標
語コンクール表彰式が 2 月 14 日、県北中学校で行われました。
　今回は、県北中 2 年生から 73 点の応募があり、最優秀賞に
清水万優子さんの作品『暴力を  通用させない  地域の輪』が
選ばれました。他の入賞者は次のとおりです。
優秀賞＝佐野竜都さん、岡﨑彩那さん、鴨田梨奈さん、齋藤桃さん

　国見町消防団への消防ポンプ自動車交付式が 3 月 16 日、国
見町役場で行われました。
　交付式では、太田久雄町長から村上信夫団長へ、村上団長
から吉田和男第 5 分団長へレプリカキーが手渡されました。
吉田分団長は「ポンプ車を活用して地域の安全安心の確保に
努めます」と謝辞を述べ、防火防災への誓いを新たにしました。

地域の安全・安心を守ります
　消防ポンプ自動車交付式

第 5 分団第 1 部に配備された消防ポンプ自動車

スポーツのリスクマネジメントを学ぶ
　スポーツクリニック講習会
　国見町体育協会主催のスポーツクリニック講習会が 3 月 3
日、観月台文化センターで開かれ、会員約 30 人が参加しました。
　講習会は、県スポーツ医・科学委員会の関根智美氏を講師
に迎えて行われ、参加者は正しいストレッチ法やテーピング
を使った応急手当について実践しながら学び、スポーツにお
けるリスクマネジメントの重要性を再認識しました。ストレッチ法を学ぶ参加者
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保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 31 年 2 月生まれ）
・9 か月児（平成 30 年 8 月生まれ）

6 月 27 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

6 月 19 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談などについて保健師、栄養士がお待ちしています。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

健
けんこう

口キッズ
2 月 19 日に実施した

3 歳 6 か月健診で、
むし歯が 1 本もなかった

お子さんたちです。

＊＊＊ 1 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 29 年 9 月 1 日から
平成 29 年 11 月 30 日生まれの幼児

6 月 13 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 30 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩みなど、お気軽に相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

おいしいごはんを
食べた後には

はみがきを忘れずに。
目指せ「むし歯ゼロ」！

伊
い と う

藤汰
た い ち

一ちゃん 斎
さいとう

藤優
ゆ わ

羽ちゃん 鈴
す ず き

木崇
そうすけ

介ちゃん

永
な が い

井夢
ゆ め な

奈ちゃん 実
み さ わ

沢果
か り ん

林ちゃん 秦
はた

隆
りゅうのすけ

之介ちゃん

  麻しん・風しん（MR）予防接種を受けましょう！

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

今年度対象者
■第 1 期　1 歳から 2 歳未満の幼児
■第 2 期　平成 25 年 4 月 2 日から平成 26 年 4 月 1 日までに生まれた児童
　　　　　※第 2 期の接種期間は、4 月 1 日から次年 3 月 31 日です。

県内の実施医療機関に予約をして、次のものを持参し、接種してください。
■持参するもの
　☑ 母子健康手帳
　☑ 麻しん風しん混合予防接種予診票（出生届出時に配布しています）
　☑ 保険証

接 種 方 法

  健康コラム　新生活応援 ～朝食をしっかり食べよう～

朝食を食べると、脳の唯一のエネルギーであるブドウ糖を補給し、仕事や勉強のやる気がアップします。
他にも体温上昇や肥満防止などの効果があります。朝食を食べて、新生活を元気にスタートさせましょう。

主食のグループ 副菜のグループ

主菜のグループ プラスα

時間がないときの組み合わせポイント

3つの
グループを

そろえよう！

何も食べていない人はまず 1 品。
ちょっとがんばって 2 品！

やったね 3 品、コレでばっちり！

1 枚のお皿に盛りつけると
洗う手間もはぶけます！

ゆで卵
（前日にゆでると楽）

納豆

ハム

パン類

おにぎり ごはん

牛乳・乳製品や果物

バナナ

みかんヨーグルト

みそ汁やスープ

生野菜
（トマトなど）野菜

ジュース

サラダ
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くらしの情報

農業委員会からの
お知らせ

　4 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　4 月 15 日月
　　　　　　午後 1 時 30 分から

　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室
　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

広
報
取
材
で
の
個
人
情

報
の
取
り
扱
い

　

町
で
は
、
町
の
事
業
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
み
な
さ
ん
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
広
報
紙

発
行
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

広
報
紙
の
発
行
に
つ
い
て

は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
写
真

や
記
事
を
掲
載
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
取
材
や

写
真
撮
影
を
す
る
と
き
は
「
広

報
く
に
み
」
と
書
か
れ
た
腕
章

を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
撮
影
し
た
写
真
な
ど

は
、
次
の
目
的
の
範
囲
内
で
使

用
し
ま
す
。

①
町
の
発
行
物（
広
報
く
に
み
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
）
へ
の
掲

載　

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
へ
の
掲
載　

③
記
録
資
料
と

し
て
の
保
存
活
用　

④
そ
の
他

（
報
道
機
関
へ
の
提
供
や
出
版

物
・
ポ
ス
タ
ー
へ
の
掲
載
な
ど
）

問
総
務
課
文
書
広
報
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
３

公
告
掲
示
場
を
役
場
前

の
一
か
所
に
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
町
内
5
か
所
に
設

置
し
て
い
た
公
告
文
書
な
ど
の

掲
示
場
所
に
つ
い
て
、
近
年
の

利
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
4
月
1
日
よ
り
国
見

町
役
場
前
の
1
か
所
と
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
文
書
広
報
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
３

水
道
管
の
水
漏
れ
発
見

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
毎
年
専
門
業
者
に

委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実
施

し
、
漏
水
の
発
見
・
調
査
に
努

お
知
ら
せ

め
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
貴

重
な
水
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

　

も
し
、
道
路
上
な
ど
で
原
因

不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る
な
ど

漏
水
の
疑
い
の
あ
る
場
所
を
発

見
し
た
ら
、
上
下
水
道
課
へ
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

☎
０
９
０
‐
２
７
９
６
‐

５
３
０
０
（
夜
間
休
日
）

宅
地
内
漏
水
に
よ
る
水

道
使
用
料
金
の
軽
減

　

道
路
下
の
配
水
管
か
ら
各
家

庭
に
つ
な
が
っ
て
い
る
宅
地
内

の
給
水
装
置
（
給
水
管
、
止
水

栓
、
蛇
口
な
ど
）
は
個
人
財
産

で
す
の
で
、
使
用
者
ま
た
は
所

有
者
が
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

宅
地
内
で
漏
水
の
疑
い
が
あ

る
場
合
、
ま
た
水
道
使
用
量
が

前
回
と
比
較
し
て
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
場
合
は
、
漏
水
の
確

認
お
よ
び
修
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
確
認
お
よ
び
修
理
の
方
法

①
水
道
を
使
用
し
な
い
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
が
回
っ
て
い
る

か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
道
メ
ー
タ
ー
の
指
針
の

下
に
、パ
イ
ロ
ッ
ト（
シ
ル
バ
ー

色
で
丸
い
も
の
）
が
あ
り
ま
す

が
、
す
べ
て
の
蛇
口
を
閉
め
た

状
態
で
そ
れ
が
動
い
て
い
れ
ば

漏
水
と
思
わ
れ
ま
す
。
②
漏
水

の
場
合
は
、
至
急
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
水
道
使
用
料
の
軽
減　

漏
水

の
状
況
に
よ
り
、修
繕
完
了
後
、

水
道
使
用
料
が
軽
減
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
申
請
に
つ
い

て
は
、
お
早
め
に
上
下
水
道
課

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
‐
２
９
９
７

CH
EC
K

パイロット

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

募
集

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

▼
モ
ニ
タ
ー
期
間　

7
月
1
日

か
ら
1
年
間

▼
定
員
等　

1
人
。
20
歳
以
上

で
担
当
区
間
付
近
に
居
住
の
人

▼
区
間　

阿
武
隈
川
（
梁
川
大

橋
か
ら
徳
江
大
橋
）
お
よ
び
広

瀬
川
（
阿
武
隈
川
合
流
点
か
ら

阿
武
隈
急
行
・
広
瀬
川
橋
付
近
）

▼
業
務
内
容　

巡
回
に
よ
る
不

法
投
棄
な
ど
の
情
報
収
集
、
地

域
住
民
の
要
望
収
集
、
川
を
愛

す
る
心
の
普
及
啓
発
、
月
1
回

の
報
告

▼
申
込
方
法　

5
月
7
日
火
必

着
で
、
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

〒
９
６
０
‐
８
５
８
４　

福
島

市
黒
岩
字
榎
平
36

福
島
河
川
国
道
事
務
所 

河
川

管
理
課

☎
５
３
９
‐
６
１
２
９

日　　時 場　　所

5月14日火
10:30~11:40 伊達市保原市民センター

（伊達市保原町字宮下 111-4）13:30~14:40

5月17日金
10:30~11:40 福島市市民会館  第 2 ホール

（福島市霞町 1-52）13:30~14:40

※説明内容は、各日とも同じです。
※開始時間の 30 分前に開場します。
※席数に限りがありますので、着座できない場合があります。

問福島税務署　☎ 534-3121
※自動音声により案内しますので、2 番を選択してください。

≪福島税務署からのお知らせ≫

消費税の軽減税率制度に関する説明会
　事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度など

に関する説明会を開催します。

選挙管理委員会では、町民の選挙参加と明
るい投票所づくりを目指して、期日前投票
の立会人を募集します。立会人は、投票所
で投票が公正かつ適正に行われているか、
確認していただくお仕事です。

立候補予定者または代理人の方を対象に、
立候補届出方法等の説明会を開催します。

国見町議会議員一般選挙
任期満了に伴う国見町議会議員の選挙を 6 月 2 日日に行います。
大切な一票、みんなそろって投票しましょう。

■日　時　4 月 26 日金　午前 10 時から

■会　場　国見町役場　2 階　大会議室

※会場の都合上、説明会への出席は 1 候補者につき 3 人
　までとさせていただきます。

■対　象　国見町在住の選挙権を有する方
　　　　　※候補者の選挙運動などに携わっている方は、
　　　　　　応募をご遠慮ください。
■報　酬　日額 9,500 円
　　　　　（上の金額から所得税を引いた額を支給します）
■申込期限および方法
　4 月 26 日金までに選挙管理委員会事務局（役場総務課）
　に直接本人がおいでになり申込みください。

立候補予定者説明会を
開催します

お知
らせ

期日前投票立会人を
募集します募集

投開票日

告 示 日

問選挙管理委員会事務局　☎ 585-2111

投票日当日に都合の悪い方は、告示日の翌
日から期日前投票を行うことができます。

■期間および時間
　5 月 29 日水から 6 月 1 日土
　午前 8 時 30 分から午後 8 時まで
■会　場
　観月台文化センター　期日前投票所　

期日前投票

5月 28日火

6月  2日日
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くらしの情報くらしの情報

戸 籍 の 窓 口
2 月 21 日～ 3 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

● 結 婚 お め で と う ●

大栗　慎
し ん じ

司ちゃん
行貴さん　知子さん （山崎小舘）

掲載を希望されない方は、届出の際に
お申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

伊東　寿哉さん
橋本　沙希さん

（ 板 橋 南 ）

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

人口 と世帯 人口 9,137 人 （△ 22）

男 4,403 人 （△ 11）

女 4,734 人 （△ 11）

世帯 3,415 世帯（△   3）

平成 31 年 2 月 28 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

5 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
5 月 9 日木、23 日木

（ 児 童 相 談 ） 5 月 21 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員 NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽に来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

　　 佐　野　塾
福島・宮城県立高校受験に強い現代版寺子屋塾

〒 969-1785　国見町板橋南 15-6

☎ 024-585-2992

URL　www.sanojuku.jp

広告掲載

遠藤　百
も も

桃ちゃん
正浩さん　美貴さん （ 光 明 寺 ）

戸籍の窓口からのお知らせ
平日木曜日は税務住民課戸籍係窓口業務を

午後 7 時まで延長しています
≪窓口延長の日≫ 4 月 11 日、18 日、25 日
　　　　　　　　 5 月 9 日、16 日、23 日、30 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き…転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは問い合わせください。

問税務住民課戸籍係　☎ 585-2115

スマートフォンやタブレット端末など
で、いつでもどこでも簡単便利に「広
報くにみ」を読むことができるよう、

「マチイロ」「マイ広報紙」を導入して
います。ぜひ、ご利用ください。

『広報くにみ』をもっと身近に

\ ダウンロードはこちら /

マ イ 広 報 紙
市区町村の広報紙をネットやスマホで \ ホームページにアクセス /

広報くにみ＆町ホームページに
広告を掲載してみませんか？

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（6 月号掲載分）：5 月 10 日金まで

エアコンクリーニング、浴室クリーニング、

レンジフードクリーニング、

部屋の模様替えと片付け、庭の定期清掃、

墓地の定期清掃その他何でもご相談下さい。

エアコン取り付けもお任せ下さい

〒 960-1102　福島市永井川字向光白 21-21 

.：0120-390-186　携帯: 090-4043-1774

東福島店

ビルオートメーション業界で

20年の経験

空調設備管理もできる

おそうじやさん！！

募集種目 資　格 受付期間 試験期日

幹
部
候
補
生

一　般

大
卒
程
度

22 歳以上 26 歳未満の者
【20 歳以上 22 歳未満の者は大卒（見

込含）、修士課程修了者等（見込含）
は 28 歳未満の者】

  5 月 1 日水まで

1 次：5 月 11 日土・12 日日
2 次：6 月 11 日火から 14 日金※
3 次（海・空飛行要員のみ）
　海：7 月 8 日月から 12 日金※
　空：7 月 13 日土から 8 月 1 日木※

院
卒
者

20 歳以上 28 歳未満の者
【修士課程修了者等（見込含）】

歯科・
薬剤科

専門の大卒（見込含）20 歳以上 30 歳
未満の者（薬剤科は 28 歳未満の者）

1 次：5 月 11 日土
2 次：6 月 11 日火から 14 日金※

一 般 曹
候 補 生

18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月の末日現在、

33 歳に達していない者）

【第 1 回】
  5 月 15 日水まで

【第 2 回】
  7 月 1 日月から
  9 月 6 日金まで

【第 1 回】
  1 次：5 月 25 日土
  2 次：6 月 26 日水から 7 月 1 日月※

【第 2 回】
  1 次：9 月 20 日金から 22 日日
  2 次：10 月 11 日金から 16 日水※

自 衛 官
候 補 生

18 歳以上 33 歳未満の者
（32 歳の者は、採用予定月 1 日から起算

して 3 月に到達する日の翌月の末日現在、
33 歳に達していない者）

年間を通して受付 受付時にお知らせします。

平成 31 年度自衛官募集案内

※指定する日　　　　　　　　　　　　　　　　問自衛隊福島地方協力本部　福島募集案内所　☎ 545-7995
秦　　　宏さん 87 （ 大 町 北 ）

後藤ヨシ子さん 87 （ 高 城 ）

一條　アイさん 93 （ 大 町 北 ）

寺島　新逸さん 83 （国見の里）

実沢　貞夫さん 85 （ 第 9 ）

佐藤トキヱさん 85 （山崎宮舘）

内村　トシさん 88 （ 町 東 ）

半澤　紀子さん 76 （ 宮 町 南 ）

大石　弘子さん 82 （ 宮 東 ）

大波　建一さん 75 （ 第 3 ）

村上　　隆さん 76 （ 第 9 ）

昨年、町有形文化財に指定された鳥取地区にある
福源寺地蔵庵観音堂を一般公開します。

4 月 21 日日 午前 10 時から午後 2 時まで

・御開帳（御本尊の公開）ではありません。
・お釈迦様の生誕を祝う甘茶の振る舞いもあります。
・事前に連絡いただければ、信達三十三観音霊場
　21 番（地蔵庵観音堂）ご朱印を発行します。

問観音様を守る会　遠藤邦江　☎ 585-2587

町有形文化財・信達三十三観音霊場第 21 番札所

福源寺地蔵庵観音堂一般公開

日  時

天井に描かれた鳳凰絵

広告掲載

21 20



く
に
み
太
鼓
祭

  

和
太
鼓
の
響
き
に
復
興
へ
の
祈
り
を
こ
め
て

躍動感あふれる演奏を披露する「山木屋太鼓」

　

く
に
み
太
鼓
祭
が
3
月
9

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
和
太
鼓

蝉せ
ん
そ
う創
「
妙た
え

」（
伊
達
市
）、
岩

代
國
郡
山
う
ね
め
太
鼓
保
存

会
「
小こ

わ
か
ぐ
み

若
組
」（
郡
山
市
）、

和わ

が

み

雅
美
太
鼓
「
雅

み
や
び

」（
二
本
松

市
）、
山や

ま

木き

屋や

太
鼓
（
川
俣
町
）

の
4
団
体
が
迫
力
あ
る
演
奏
を

披
露
。
勇
壮
な
和
太
鼓
の
響
き

と
華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
で
満
員

の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

く
に
み
太
鼓
祭
は
、
東
京

うねめ太鼓保存会「小若組」の演奏

２
０
２
０
大
会
に
併
せ
て
日
本

の
魅
力
を
発
信
す
る
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら

「
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
認
証
を
得
て
開

か
れ
ま
し
た
。

く
に
み
フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ュ
ー
ズ
教
室

  

初
め
て
の
ク
ツ
選
び

　
「
初
め
て
の
ク
ツ
選
び
」
～

Ｋ
ｕ
ｎ
ｉ
ｍ
ｉ　

Ｆフ

ァ

ー

ス

ト

ｉ
ｒ
ｓ
ｔ　

Ｓシ

ュ

ー

ズ

ｈ
ｏ
ｅ
ｓ
教
室
～
が
3
月
14

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
8
組
の
親
子
17
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
株
式
会
社
ア

シ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
講
師

を
招
き
、
靴
選
び
の
コ
ツ
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
、
実
際
に
子
ど
も
の
足

の
サ
イ
ズ
を
測
り
、
参
加
者
は

成
長
に
合
わ
せ
た
靴
の
選
び
方

を
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ぼくの足は何センチですか？

　

本
教
室
は
「
東
京
２
０
２
０

応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
も

開
か
れ
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ
の
機

運
を
高
め
ま
し
た
。

石原コレクション
作品紹介 　   Vol.3
題  名　風  景　
作  家　進藤　蕃
　　　　 （しんどう　ばん）

カンヴァス・油彩
210 × 265mm

観月台文化センター常設展示 ベーゼンドルファー 春の特別試弾会

　　　　 【午前の部】午前 9 時から正午
　　　　 【午後の部】午後 1 時から午後 5 時
　　　　 【夜 の 部】午後 6 時から午後 9 時

　　　　4 月 13 日土・14 日日

　　　　 観月台文化センター・ホール

　　　　 1 組 500 円（限定 20 組 /1 組 60 分）

　　　　 観月台文化センター   ☎ 585-2676

日　時

場　所
料　金

観覧自由
（無料）

申込み

年間を通してさまざまな活動を
行ってきた公民館学級・教室がす
べての活動を終え、閉講式が行わ
れました。

阿津賀志学級閉講式・交通安全大学修了式
音楽鑑賞『フェリーチェコンサート』

成人学級閉講式
教育長講話『ボーっと生きている私』

くにみ女性教室閉講式
『ふりかえりの茶話会』

少年仲間づくり教室閉講式
『国見食卓図鑑料理教室』

　家というものは、さまざまな “ 音 ” をもっ

ています。トントンと台所から聞こえる料

理のリズム、風呂の湯が溢れる音、階段や

床がきしむ音…。日々の生活は、実に豊か

な音を生み出します。家庭によって、生ま

れる音も変わってきます。

　そんな音の数々は、記憶の中へと蓄積さ

れ、何かの拍子に、ふと幼い日の思い出を

よみがえらせてくれることがあります。こ

うしてみると、家庭の音というものは、人

が育つ上で大切な環境の一つと言えます。

あらためて、幼き日の我が家の音に思いを

馳
は

せてみると、音の記憶とともに懐かしい

情景が目に浮かんできます。みなさんは、

どんな “ 音の記憶 ” をお持ちですか？　時

には少し足をとめて、家庭の音に耳を傾け

てみてはいかがでしょうか。

文 : 柴田千賀子（国見町出身の保育研究者。仙台大学准教授）

L
リュッケ

YKKE時
じか ん

間

このコーナーでは、北欧の保育研究をしている筆者

の視点で、「家庭」や「幸せ」「子育て」に関するテー

マを取り上げていきます。タイトルにある「L
リ ュ ッ ケ

ykke」

とは、デンマーク語で「幸せ」を意味します。ホッ

と一息つきながら、読んでいただけたら幸いです。

第 1 話「音の記憶」

国見っ子わんぱく広場閉所式
『おもいですごろく』

1 年間ありがとうございました

公民館学級・教室
閉講式

見学学習や文化財めぐりなどの全体学習を通して、
健康で楽しく、スポーツや歴史・文化を学びます。

成人学級

町内在住の 20 歳以上の男女

4 月から翌年 2 月　※主に金曜日

原則として午前に実施

年間 1,000 円

対　象
期　間
時　間
運営費

国見町公民館
学級・教室生 募 集

【申込み・問い合わせ】
　国見町公民館（観月台文化センター内）
　☎ 585-2676

健康や安全などに関する講話や実技の全体学習を行
います。楽しく、見て聞いて学びを深めます。

阿津賀志学級

町内在住の概ね 60 歳以上の男女

4 月から翌年 2 月  ※主に火、木曜日

午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分

年間 1,000 円

対　象
期　間
時　間
運営費

暮らしの中から課題を見つけ、イキイキと輝く女性
を目指し、手工芸や料理など、さまざまな全体学習
に取り組みます。

くにみ女性教室

町内在住の 20 歳以上の女性
5 月から翌年 2 月  ※主に水曜日
午前 9 時 30 分から午前 11 時 30 分
年間 500 円

対　象
期　間
時　間
運営費
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カレンダー
くにみ4月

✿観月台公園の桜ライトアップ
✿期間：4月13日（土）まで
　18：00～ 22：00（池周辺）
　17：00～ 24：00（東側通路）

〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
TEL 024－585－2111　FAX 024－585－2181　E-mail somu@town.kunimi.fukushima.jp　URL www.town.kunimi.fukushima.jp/

　この度の人事異動で広報を離
れることになりました。今思い起
こすことは、"苦労"よりも"感謝"、
そして何よりも" 楽しかった"とい
うことです。これも支えていただい
たすべての皆様のおかげです。素
敵な2年間をありがとうございまし
た。まだまだ書き連ねたい思いは
尽きませんが、残念ながらこの「あ
とがき」欄はとても狭いのです。今
後も末永く「広報くにみ」をよろし
くお願いします。 （Y.T）

あ と が き

　国見町ラヂオ課ももたんFMスタッフの佐久
間です。3月にスタッフが2人卒業してしまい、3
人で放送をお届けしております。国見町の学校
などでも卒業式が行われました。ももたんスタッ
フも中学校の卒業式にお邪魔しました。卒業を
迎えた皆さん、おめでとうございます。新生活
が始まると慣れないことや壁にぶち当たること

もあると思いますが、頑張ってください。
　そのほかに新たに「くにみ笑し子きらめき隊」
という子どもたちがメインの団体ができました。
国見町を盛り上げるためにいろんなイベントな
どに参加するとのことなので応援をよろしくお
願いします。4月からはももたんFMのスタッフ
が新しく2人入り新体制で頑張っていきます。今
年度も取材などで見かけることがあると思います。
その時は、ぜひ
声をおかけくだ
さい。今年度も
よろしくお願い
致します。

日 月 火 水 木 金 土
5 6

・広報くにみ
4月号発行日

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

7 8 9 10 11 12 13
・国見小学校入学式
・県北中学校入学式
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）

・くにみ幼稚園入園式 ・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）

・もものはなキッズ
フェスタ

・ベーゼンドルファー 
春の特別試弾会

14 15 16 17 18 19 20
・ベーゼンドルファー 

春の特別試弾会
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・障がい者相談
・いきいきサロン

山根（午前10時～）
徳江北・第7

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン

第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・成人学級開講式
・いきいきサロン

大木戸（午後1時半～）

21 22 23 24 25 26 27
・いきいきサロン

板橋・板橋南
（午前10 時～）
高城（午後1時半～）

・阿津賀志学級開講式
・いきいきサロン

石母田（午後1時半～）

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談
・乳幼児健診3.9か月
・いきいきサロン

大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・道の駅国見あつ
かしの郷2周年
記念セレモニー

28 29 30 5/1 5/2 5/3 5/4
昭和の日 退位の日 即位の日 憲法記念日

・道の駅国見あつ
かしの郷2周年
記念イベント①

みどりの日
・道の駅国見あつ

かしの郷2周年
記念イベント②

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
子どもの日
・遊びと学びの

ミュージアム
あつかし歴史館

「端午の節句」
・農業市

振替休日 ・観月台文化
センター休館日

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン

太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後 7 時まで）

・心配ごと相談（児童）
・いきいきサロン

耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・広報くにみ
5月号発行日

・いきいきサロン
第4（午前10時～）
第8・第9

（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室開講式

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


